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こ
れ
か
ら
の
季
節
、
海
や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
で
遊
ぶ
機
会
が
多
く
な
っ
て
、

水
の
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
水
の
事
故
で
一
番
多
い
「
お
ぼ
れ
た
人
を
発
見
し
た
時
の
対
応
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
も
し
お
ぼ
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら

１
．	

大
き
な
声
で
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
る

	

多
く
の
人
の
助
け
を
求
め
る
。
監
視
員
の
方
に
知
ら
せ
る
な
ど
。

２
．	

１
１
９
番
通
報
し
、
救
急
車
を
呼
ぶ

　
◦
場
所
（
目
標
物
な
ど
）

　
◦
今
か
け
て
い
る
電
話
の
番
号

　
◦
お
ぼ
れ
て
い
る
人
の
詳
し
い
様
子
な
ど

　
㊟
消
防
署
か
ら
は
、
救
急
隊
と
救
助
隊
（
２
隊
）
の
計
３
隊
が
出
動
し
ま
す

３
．	

お
ぼ
れ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
落
ち
着
か
せ
る

	

「
も
う
す
ぐ
救
急
隊
、
救
助
隊
の
方
が
来
ま
す
。」
な
ど
。

４
．	

身
の
回
り
に
あ
る
水
に
浮
く
も
の
を
渡
す

	

浮
き
輪
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
竹
な
ど
。

●
や
っ
て
は
い
け
な
い
事

　
慌
て
て
一
人
で
助
け
に
行
か
な
い

	
助
け
に
行
っ
た
人
が
、
水
の
中
で
は
体
の
自
由
が
利
か
な
か
っ
た
た
め
に
、

一
緒
に
お
ぼ
れ
て
死
亡
す
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
に
気
を
付
け
て
、
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
ね
。

お
ぼ
れ
た
時
の
合
言
葉

「
浮
い
て
待
て
」 な

ん
で
も
南
部
分
署

水
の
事
故
に
ご
用
心
!!

あ
お
り
運
転

　
　
　
　
　
が
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
！

●
お
問
い
合
わ
せ
は

　
高
森
警
察
署　
☎
０
９
６
７
ー
６
２
ー
０
１
１
０
ま
で
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令
和
２
年
度

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
職
員
採
用
試
験
案
内

●
第
１
次
試
験
日	

令
和
２
年
10
月
18
日
（
日
）

●
受
付
期
間	

令
和
２
年
８
月
24
日
（
月
）
〜
９
月
11
日
（
金
）

	

（
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く
）

	

受
付
時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
試
験
区
分
等

　
試
験
の
合
格
者
は
、
11
月
下
旬
頃
に
２
次
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総
務
課
人
事
係

　
☎ 

０
９
６
７
ー
２
４
ー
５
１
１
１

区　分 職　種 採用予定数 職務内容 受験資格

高等学校
卒業程度 一般事務 ４人程度

事務部局・議会事務
局に勤務し、一般事
務に従事します。

平成７年４月２日から
平成15年４月１日ま
でに生まれた人

高等学校
卒業程度 消  防 11人程度

消防部局に勤務し、
消防業務に従事しま
す。

平成７年４月２日から
平成15年４月１日ま
でに生まれた人

資格免許職 看護師 １人程度
事務部局福祉施設等
に勤務し、看護業務
等に従事します。

昭和55年４月２日以
降に生まれた人で、看
護師又は准看護師の免
許を有する人
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